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あ
ら
ま
し

◆第１回（３月）定例会は、２月 22 日から３月 22 日までの 30 日間にわたり開催され、
令和６年度予算をはじめ、人事案件、条例の制定や改正、補正予算など 38 件が市長から、
条例の改正や特別委員会の設置について３件の議案が議員から提出されました。

　審査の結果につきましては、11 ～ 12 ページをご覧ください。また、一般質問では９
名の議員が登壇し、市の方針等を質しました。

第
１
回
定
例
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

　
２
月
22
日（
木
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
協
議
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
期
の
決
定
、
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

　
　
　
27
日（
火
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
28
日（
水
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
29
日（
木
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　
【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
協
議
会
】　

　
３
月
１
日（
金
）【
本
会
議
】議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　
　
　
　
　
【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
４
日（
月
）【
総
務
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
５
日（
火
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
７
日（
木
）【
経
済
建
設
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
８
日（
金
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
12
日（
火
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
13
日（
水
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
14
日（
木
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
22
日（
金
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
協
議
会
】　

　
　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
員
発
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

令和6年 第１回定例会第１回定例会

　約３年にも及ぶコロナ禍を経て、時代は新た
なフェーズに入りました。この間、私たちは改
めて、自分の考え方や価値観について問われる
ことになり、社会や個々の価値観は大きく変化
しました。これまで行政は、変化における良く
ない側面や継続性や安定性に重きを置きがちで、
どちらかと言えば変化を良しとしないきらいが
ありましたが、コロナ禍で一変した市民や社会
のニーズに対し、これを的確に捉え、柔軟かつ
迅速に対応していくためには、これまでとは異
なる思考で変化と向き合い、市民の皆様の声を
丁寧に検証・分析することで、新たなイノベー
ションを生み出し、課題の解決策を導いていく必要があります。
　新たな取組にはリスクがないとは言い切れず、予見の難しさはありますが、あらゆるリスクを想定し
ながら、市民の皆様の満足度を高める市政をつくり上げたい。その一心であります。

令和６年度　施政方針及び提案理由の説明� 　第１回（３月）定例会（一部抜粋）
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審査の内容を一部抜粋してお伝えします。議決結果は 11 ページをご参照ください。

令和６年第１回行方市議会定例会 付託案件の審査

▼
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
５

年
法
律
第
19
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
条
例
に
所

要
の
改
正
が
必
要
な
た
め
、
一
括
し
て
整
理
す
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の

▼
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
ア
ナ
ロ
グ

規
制
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
ア
ナ
ロ
グ

規
制
の
見
直
し
に
係
る
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
関
係

条
例
を
一
括
し
て
整
理
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
現
在
の
本
市
の
電
子
決
裁
の
普
及
率
及
び
電
子

決
裁
に
適
さ
な
い
決
裁
内
容
は

　
本
市
の
電
子
決
裁
率
は
93
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
お
り
、
茨
城
県
内
で
も
進
ん
で
い
る
方
で
す
。

工
事
図
面
な
ど
、
大
容
量
の
添
付
書
類
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
基
本
的
に
は
電
子
決
裁
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
行
方
市
産
業
活
動
の
活
性
化
及
び
雇
用
機
会
の
創

出
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
特
例
法
人
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
の

適
用
期
間
を
延
長
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の　

特
別
措
置
適
用
期
間
内
に
免
除
さ
れ
た
固
定
資

産
税
の
総
額
、
対
象
と
な
っ
た
企
業
の
数
は

　
３
年
間
で
１
６
２
７
万
円
の
免
除
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
対
象
と
な
っ
た
企
業
は
２
社
と
な
り

ま
す
。

▼
行
方
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
使
途
区
分
の
統
廃
合
に
よ
り
、
寄
附
者
の
使
途
選

定
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
、
事
業
集
約
に
よ
る
寄

附
金
の
管
理
運
営
の
簡
素
化
を
図
る
も
の

▼
字
の
区
域
の
設
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第

２
６
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る

も
の

▼
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
96
条

第
１
項
第
８
号
及
び
行
方
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

（
平
成
17
年
行
方
市
条
例
第
49
号
）
第
３
条
の
規
定

に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

１　
処
分
す
る
財
産

　
　
　
旧
大
和
第
一
小
学
校
・
旧
大
和
幼
稚
園
跡
地

２　
契
約
金
額

　
　
　
２
４
５
０
万
円

３　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
二
丁
目
３
番

　
　
　
８
号　
田
源
ビ
ル
６
階

　
　
　
日
弘
ビ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

　
　
　
　
代
表
取
締
役
社
長　
中
村　
貴

　
事
業
者
の
排
水
及
び
災
害
時
の
排
水
対
策
は

　
工
場
自
体
か
ら
の
排
水
は
一
切
行
わ
ず
、
事
務

所
等
か
ら
出
る
生
活
排
水
の
み
流
れ
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
以
前
学
校
敷
地
に

設
置
し
活
用
し
て
い
た
既
存
の
マ
ス
を
、
雨
水
が

一
度
に
流
れ
な
い
よ
う
に
対
策
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
、
今
後
、
事
業
者
と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
跡
地
の
利
用
計
画
と
現
状
、今
後
に
つ
い
て

　
行
方
市
立
小
・
中
学
校
跡
地
等
利
活
用
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
旧
耐
震
基
準
の
建
物
に
つ
い
て
は

速
や
か
に
解
体
し
、
更
地
に
し
て
売
却
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
委
員
会
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▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
行

方
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
）

　
戸
籍
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
２
２
４
号
）
の
一
部

改
正
を
踏
ま
え
た
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準

に
関
す
る
政
令
（
平
成
12
年
政
令
第
16
号
）
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
令
和
５
年
12
月
６
日
に
公
布
さ

れ
、
令
和
６
年
３
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
行
方
市
手
数
料
徴
収
条
例
（
平
成
17
年
行
方
市

条
例
第
60
号
）
の
一
部
を
改
正
し
、
同
日
か
ら
施
行

す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

▼
行
方
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
10
年
政
令
第
４
１
２

号
）
の
改
正
に
伴
い
、
第
１
号
被
保
険
者
に
係
る
介

護
保
険
料
額
を
改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の

　
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方
は
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
保
険
料
を
納
付
す
る
の
か

　
普
通
徴
収
と
い
う
形
で
、
納
付
書
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
行
方
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平

成
18
年
厚
生
労
働
省
令
第
37
号
）
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
省
令
と
の
整
合
性
を
図
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
行
方
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
（
平
成
11
年
厚
生
省
令
第
38
号
）
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
省
令
と
の

整
合
性
を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
行
方
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
18
年
厚
生
労
働

省
令
第
34
号
）の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

改
正
省
令
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

▼
行
方
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
18
年
厚
生

労
働
省
令
第
36
号
）
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
改
正
省
令
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

　
本
市
に
お
い
て
、
こ
の
条
例
に
該
当
す
る
事
業

所
の
数
は

　
現
在
、市
内
で
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
１
種
類
で
、
事
業
所
数
は
６

つ
と
な
り
ま
す
。

教
育
厚
生

員
委

会
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▼
行
方
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
つ
い
て

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
す
る

も
の　

こ
れ
ま
で
の
本
市
の
取
組
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
　
国
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
実
質

排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
形
で
、
こ
れ
ま
で

気
候
変
動
に
対
す
る
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
本
市
で
は
、
各
種
市
民
団
体
等
を
通

じ
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
推
奨
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
最
新
の
取
組
と
し
て
は
、
各
行
政
区
に

お
い
て
ご
み
の
分
別
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
の
設
置
あ
る
い
は

蓄
電
池
の
推
奨
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
重
要
視

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
経
済
的
な
支
援
や
啓
発

等
の
取
組
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
行
方
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
13
年
法
律
第
31
号
）
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

経
済
建
設

員
委

会

▼
行
方
市
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
漁
港
漁
場
整
備
法（
昭
和
25
年
法
律
第
１
３
７
号
）

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
行
方
市
水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
行
方
市
水
道
事

業
に
お
け
る
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管

理
者
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化
の
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
５
年
法
律
第

36
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
行
方
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
（
昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０
号
）
第
８
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
も
の

　
現
況
と
し
て
、
道
路
は
存
在
し
て
い
る
か

　
す
で
に
道
路
の
形
態
と
な
っ
て
お
り
、
場
所
は

旧
大
和
第
一
小
学
校
敷
地
内
に
な
り
ま
す
。
今
回

の
売
却
に
係
る
部
分
で
、
地
元
の
ほ
う
か
ら
、
こ

ち
ら
の
路
線
は
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
り
、

新
規
で
認
定
す
る
も
の
で
す
。
幅
員
は
４・８
メ
ー

ト
ル
、
総
延
長
１
１
８
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
す
。

～　議会へ請願・陳情される方へ　～

請願・陳情とは、市民が市政についての要望や意見を直接「議会」に提出する方法です。

※　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に
分かりやすく書いてください。

※　提出年月日、請願（陳情）者の住所、署名又
は記名押印してください。

※　請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表紙
に自筆による署名又は記名押印が必要です。

※　紹介議員がつかないときは、陳情書としてく
ださい。

※　提出方法については、議会事務局へお問い合
わせください。

○○○に関する
請願（陳情）書

紹介議員
署名又は
記名押印　　　　　印

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

令和　年　月　日
請願（陳情）者の住所
署名又は
記名押印　　　　　印
行方市議会議長　　殿

（表紙例） （内容例）
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予
算
決
算

任
常

委

予 算 編 成 概の 要
　令和６年度の一般会計予算については、社会保障関係費の増
大、公共施設等の老朽化など、全国的な課題に対応しつつ、本
市の重点課題である通学路や高速道路アクセス道路などの幹線
道路整備、東関東自動車道の行方ＰＡ（仮称）に隣接する地域
振興施設整備、学校跡地構造物の撤去等について、合併特例債
などを活用しながら推進するとともに、大規模な公共構造物の
整備更新費用、自治体ＤＸ関連経費の増加及び原油価格・物価
高騰に伴う燃料費、光熱水費などの経常経費の増加による予算
の確保を行いました。

191億円
令和６年度一般会計予算は

【前年度比6.8%増】

　
提
出
さ
れ
た
各
会
計
の
補
正
予
算
、
令
和
６
年

度
の
一
般
会
計
予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
及
び
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員

会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
審
査
経
過
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

あ 
ら 
ま 

し

歳入 歳出
区分 本年度予算額 前年度比（％）

自
主
財
源
（
40
・
４
％
）

市税 40 億 7,358 万１千円 3.6

繰入金 18 億 3,298 万円 49.4

寄附金 10 億 110 万円 150.0

諸収入 ３億 5,239 万７千円 3.6

繰越金 ２億円 0.0

使用料・手数料 １億 2,841 万８千円 3.1

財産収入 7,335 万５千円 0.1

分担金・負担金 5,175 万４千円 73.0
依
存
財
源
（
59
・
６
％
）

地方交付税 55 億 1,000 万円 △ 2.0

国庫支出金 19 億 9,842 万８千円 △ 9.1

市債 13 億 6,710 万円 14.6

譲与税・交付金 12 億 9,640 万円 3.0

県支出金 12 億 1,448 万７千円 △ 5.1

区分 本年度予算額 前年度比（％）

民生費 52 億 8,707 万３千円 2.5

総務費 43 億 6,834 万２千円 27.7

教育費 18 億 7,378 万１千円 △ 14.8

土木費 18 億 7,151 万円 1.3

公債費 17 億 9,248 万６千円 △ 6.6

衛生費 17 億 8,720 万９千円 35.7

消防費 ８億 8,489 万１千円 4.1

農林水産業費 ８億 5,754 万４千円 6.2

商工費 １億 9,649 万５千円 2.7

議会費 １億 5,666 万６千円 △ 0.7

災害復旧費 1,400 万３千円 233,283.3

予備費 1,000 万円 0.0

諸支出金 ０円 皆減

会　　計　　名 令和６年度 令和５年度 前年度比（％）
一般会計 191 億円 178 億 8,000 万円 6.8
国民健康保険特別会計 47 億 6,700 万円 47 億 7,600 万円 △ 0.2
介護保険特別会計 39 億 4,350 万円 38 億 4,720 万円 2.5
後期高齢者医療特別会計 ５億 4,100 万円 ４億 5,700 万円 18.4
水道事業会計 14 億 8,600 万６千円 16 億 1,936 万５千円 △ 8.2
下水道事業会計 14 億 4,393 万７千円 16 億 6,438 万５千円 △ 13.2

合　　　計 312 億 8,144 万３千円 302 億 4,395 万円 3.4

令和６年度の各予算

員
会
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予 算 編 成 審の 査

　
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の
被
害
拡
大

に
対
し
て
、
市
が
実
施
す
る
事
業
内
容
、
ま
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
組
は
考
え
て
い
る
か

　
市
で
は
現
在
、
電
気
柵
の
設
置
を
推
進
し
て

お
り
、上
限
６
万
円
（
こ
の
う
ち
市
が
３
万
円
、

県
が
３
万
円
）
の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
回
り
等
も
検
討

で
き
る
よ
う
、
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業

　
特
産
品
販
売
促
進
業
務
委
託
料
が
前
年
度
と

比
べ
増
額
に
な
っ
た
理
由
、
ま
た
費
用
対
効
果
は

　
今
年
度
、
新
た
に
コ
メ
の
産
地
化
に
向
け
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
、
販
売
体
制
を
構
築
す
る

部
分
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
本
市
の

認
知
度
が
高
ま
り
、
返
礼
品
で
選
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
前
年
度
比

で
約
２
倍
近
い
給
付
額
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
が

一
定
程
度
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
支
援
業
務
委
託
料

に
お
い
て
、
業
務
と
支
援
の
内
容
は

　
業
務
の
内
容
と
し
て
、
児
童
生
徒
が
使
用
し

て
い
る
端
末
の
故
障
や
設
定
等
の
技
術
的
サ

ポ
ー
ト
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
の

拡
大
を
狙
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
１
カ
月
に
１

校
当
た
り
、
小
学
校
は
３
回
、
中
学
校
は
２
回

訪
問
し
、技
術
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
も
の
で
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
賄
材
料
に
お
け
る
地
場
産
品
の
使
用
割
合
は

　
コ
メ
、
シ
メ
ジ
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
セ
リ
、
ミ

ズ
ナ
は
１
０
０
％
、
レ
ン
コ
ン
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が

92
～
93
％
使
用
し
て
い
ま
す
。
給
食
に
は
、
な

る
べ
く
地
場
の
野
菜
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
お

り
、賄
材
料
全
体
で
は
約
60
％
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
衛
生
普
及
費

　
人
間
ド
ッ
ク
委
託
料
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
で

あ
る
若
年
層
脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
内
容
は

　
若
い
世
代
に
、
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
と

い
う
意
識
付
け
と
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
脳
ド
ッ
ク
の
費
用
助
成
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
補
助
額
は
一
人
２
万
円
と
な
り
ま

す
。
受
診
で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
市
報

な
め
が
た
４
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業

　
老
朽
化
に
伴
う
水
道
管
の
布
設
替
え
工
事
の

計
画
に
つ
い
て

　
老
朽
管
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
立
て
て

順
次
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
年
度
計
画
で
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
用
地
管
理
事
業

　
解
体
施
工
監
理
委
託
料
と
学
校
跡
地
構
造
物

撤
去
工
事
費
の
内
容
、
ま
た
、
構
造
物
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
含
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
の

計
上
か

　
い
ず
れ
も
、
旧
玉
造
西
小
学
校
の
解
体
工
事

に
係
る
施
工
監
理
の
委
託
料
と
工
事
請
負
に
な

り
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
か
は

現
在
の
段
階
で
不
明
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら

の
予
算
に
は
計
上
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
工
事
を
施
工
し
て
い
く
上
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が

出
て
き
た
際
に
は
変
更
契
約
と
い
う
形
で
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
募
集
事
業

　
中
間
管
理
業
務
委
託
料
の
内
容
、
ま
た
寄
附

実
績
に
つ
い
て

　

中
間
管
理
業
務
委
託
料
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
中
間
管
理
事
業
者
に
お
い
て
、
電
話
対
応

や
運
営
サ
イ
ト
と
の
調
整
、
返
礼
品
の
発
送
な

ど
を
担
っ
て
い
た
だ
く
業
務
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
寄
附
実
績
（
令
和
５
年
９
月
末
）
に
お
い

て
は
、
干
し
芋
な
ど
の
加
工
品
と
生
芋
を
合
わ

せ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
関
係
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
水
産

物
、
コ
メ
が
全
体
の
80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業

　
新
規
事
業
の
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
委
託
料
の

対
象
年
齢
と
人
数
、
積
算
根
拠
は

　

50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
生
ワ
ク
チ
ン

４
千
円
を
１
回
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
４
千
円

を
２
回
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
人
数
は
約

１
万
９
千
人
で
、
そ
の
約
２
％
の
接
種
を
見
込

ん
で
計
上
し
て
い
ま
す
。
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各委員会への 付託が省略された議案

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
（
２
件
）

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

柳
町　
清
夫　
（
粗
毛
）

　
柳
町
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
適
任
で
あ
る
と
答
申
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
６
月

30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

方
波
見　
誠
（
吉
川
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
新
た
に
方
波
見
氏
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

柏
葉　
伸
一
郎　
（
青
沼
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
新
た
に
柏
葉
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

明
石　
延
之
（
麻
生
）

　
令
和
６
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
明
石
氏

を
、
再
度
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

松
金　
美
智
子
（
西
蓮
寺
）

　
令
和
６
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
松
金
氏

を
、
再
度
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

川
尻　
隆
夫
（
於
下
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
新
た
に
川
尻
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
行
方
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
令
和
５
年
人
事
院
勧
告
及
び
茨
城
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
準
じ
、
職
員
の
給
与
改
定
の
ほ
か
、
市
長
、

副
市
長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
改

定
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
ま
た
行
方
市
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
議
員
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

▼
市
有
地
利
用
及
び
処
分
に
関
わ
る
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て

【
設
置
の
目
的
】

　
市
有
地
利
用
及
び
処
分
に
関
し
、
議
会
の
立
場
か

ら
多
様
な
視
点
に
立
っ
て
必
要
な
事
項
の
調
査
・
検

討
及
び
提
言
を
行
う
。

▼
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備
事
業
に
関
わ

る
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

【
設
置
の
目
的
】

　

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備
事
業
に
関

し
、
議
会
の
立
場
か
ら
多
様
な
視
点
に
立
っ
て
必
要

な
事
項
の
調
査
・
検
討
及
び
提
言
を
行
う
。

議
員
発
議

審査の内容を一部抜粋してお伝えします。議決結果は 11ページをご参照ください。
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本会議において 賛否が分かれた議案

可決
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

議案
第20号

賛
成
討
論

　
本
市
に
は
若
者
の
働
く
場
所
が
少
な
い
た
め
、
市

外
へ
行
っ
て
し
ま
う
。
大
和
地
区
に
企
業
が
来
て
く

れ
る
こ
と
に
、
多
く
の
地
域
住
民
が
賛
成
し
て
い
る
。

若
者
の
雇
用
の
た
め
に
も
、い
ち
早
く
造
っ
て
ほ
し
い
。

賛
成
討
論

　
こ
の
事
業
は
、
本
市
が
推
進
し
て
き
た
企
業
誘
致

活
動
の
成
果
の
一
つ
で
あ
り
、
地
元
雇
用
の
促
進
、

地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

学
校
利
活
用
問
題
も
同
時
に
進
展
す
る
の
で
、
本
市

に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
と
な
る
。
手
続
き
に
関
し
て

も
、
不
備
は
な
か
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

可決
令
和
５
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
に
つ
い
て

議案
第22号可決

令
和
６
年
度
行
方
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

議案
第26号

反
対
討
論

　
旧
大
和
第
一
小
学
校
跡
地
は
、
地
域
の
財
産
で
あ

り
、
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
本
位
で
考
え
、
丁

寧
に
扱
う
べ
き
事
業
で
あ
る
。
今
回
の
公
募
の
方
法

や
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
な
ぜ
こ
の
財
政
厳
し

き
時
代
に
急
ぐ
の
か
。
よ
り
慎
重
さ
を
求
め
る
た
め

の
異
議
を
申
し
上
げ
、
反
対
の
意
見
と
す
る
。

反
対
討
論

　
入
札
の
方
法
に
疑
義
が
あ
る
。
き
ち
ん
と
鑑
定
評

価
書
を
提
出
し
、
積
算
根
拠
を
示
し
た
上
で
、
議
決

を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

　
北
浦
中
学
校
空
調
設
備
機
能
復
旧
工
事
に
お
け
る

一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
、
一
社
応
札
の
有
効
性
に

疑
義
が
あ
る
。
入
札
方
法
や
一
社
応
札
の
有
効
性
に

つ
い
て
は
、
オ
ー
プ
ン
に
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
す
で
に
債

務
負
担
行
為
が
議
決
さ
れ
て
お
り
、
市
は
支
払
い
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
に
関
し
て
も
、
市
が
３
分
の
１

以
上
出
資
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
は
監

査
調
査
権
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
議
会

と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、

反
対
理
由
を
挙
げ
た
事
業
予
算
を
除
く
と
す
る
な
ら
、

修
正
動
議
を
提
出
し
て
問
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

賛
成
討
論

　
令
和
６
年
度
予
算
に
は
、
詳
細
が
決
ま
っ
て
い
な

い
部
分
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
我
々
議
員
が
執

行
部
と
協
力
し
合
い
、
４
月
か
ら
の
行
政
運
営
が
滞

る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

　
審
査
に
必
要
な
書
類
を
市
長
が
議
会
に
対
し
て
提

出
し
て
い
な
い
た
め
、
十
分
な
審
査
が
で
き
な
い
。

　
次
に
、
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
維
持
管
理
委
託

料
５
９
４
０
万
円
に
つ
い
て
、水
の
科
学
館
、虹
の
塔
、

旧
レ
ス
ト
ラ
ン
は
未
だ
運
営
が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
。

事
業
契
約
書
に
は
、「
履
行
が
確
認
で
き
な
い
維
持
管

理
業
務
及
び
運
営
業
務
に
つ
い
て
は
、
業
務
対
価
は

支
払
わ
れ
な
い
」
と
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
維
持
管
理

運
営
費
は
支
払
う
べ
き
で
は
な
い
。
履
行
の
管
理
が

で
き
な
い
予
算
額
が
入
っ
て
い
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

　

本
年
度
予
算
審
議
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
行

政
資
料
が
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
的
事
業
の

推
進
の
中
で
、
法
令
を
度
外
視
し
た
随
意
契
約
の
あ

り
方
を
い
く
つ
も
目
に
し
て
い
る
。
例
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
機
構
に
対
し
、
１
億
４
千
万
円
以
上

の
随
意
契
約
が
さ
れ
て
い
る
。
健
全
な
る
行
政
の
在

り
方
の
修
正
を
求
め
、
異
議
を
申
し
上
げ
、
反
対
の

意
見
と
す
る
。

反
対
討
論

　
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
土
地
に
対
し
て
は
、
市
が
史

跡
発
掘
を
行
っ
て
か
ら
売
却
す
べ
き
で
あ
る
。

※
賛
成
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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議案賛否結果一覧表
（賛成＝○、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－、議長＝■）

※賛成者を起立させ、表決を行いました。
※議長は通常、表決に加わりません。
※棄権は表決する権利を行使しなかった場合です（棄権は退席・不在を含みます）。

賛否が分かれた
議案と賛否結果

１　
宮
嵜　
和
洋

２　
山
口　
律
理

３　
伊
勢
山
仙
寿

４　
髙
野　
市
郎

５　
阿
部
孝
太
郎

６　
小
野
瀬
忠
利

７　
栗
原　
　
繁

８　
土
子　
浩
正

９　
貝
塚　
俊
幸

10　
鈴
木　
　
裕

11　
髙
橋　
正
信

12　
小
林　
　
久

13　
髙
木　
　
正

14　
大
原　
功
坪

15　
鈴
木　
義
浩

16　
岡
田　
晴
雄

17　
髙
栁
孫
市
郎

18　
宮
内　
　
守

賛 

否 

結 

果

議 案 第 20 号 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × ■ 可決
議 案 第 22 号 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × ■ 可決
議 案 第 26 号 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × ■ 可決
発 議 第 ２ 号 × 〇 × 〇 × × × × 〇 〇 × × 〇 × × × 〇 ■ 否決
発 議 第 ３ 号 × 〇 × 〇 × × × × 〇 × × × 〇 × × × 〇 ■ 否決

本会議において 賛否が分かれた議案

否決
市
有
地
利
用
及
び
処
分
に
関
わ
る
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

発議
第２号否決

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備
事
業
に

関
わ
る
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

発議
第３号

賛
成
討
論

　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
再

三
に
わ
た
り
開
園
が
延
期
と
な
っ
て
い
る
。
設

計
内
容
、
現
状
、
進
捗
を
含
め
、
全
体
の
把
握

が
で
き
て
い
な
い
。
３
月
22
日
現
在
に
お
い
て
、

こ
の
調
査
委
員
会
を
も
っ
て
、
議
会
と
し
て
の

使
命
と
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
会
と
し
て
、
全
体
の
17
人
の
中
で
の
調
査
活

動
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
総
務
委
員
会
の
委
員
だ
け
で
な
く
、
や
は
り

議
員
全
員
で
現
状
を
見
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

無料アプリ『カタポケ』
このアイコンが目印です。

スマホで読める！議会だより
デジタルブック配信しています

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読めます。
○ 10 言語で読めます。
○音声読み上げもできます。
○文字サイズを調整できます。
　※ブラウザは音声読み上げに対応しておりません。

音声読み上げには無料アプリ（カタポケ）の
インストールが必要です。

※　デジタルブックの配信は発行日の 10 日後となります。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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《市長提出議案》

令和６年第１回行方市議会定例会　提出議案議決結果
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

報告第 １ 号 専決処分の報告について
（損害賠償の額を定め、和解することについて） ― ―

報告第 ２ 号 専決処分の報告について
（損害賠償の額を定め、和解することについて） ― ―

報告第 ３ 号 専決処分の承認を求めることについて
（行方市手数料徴収条例の一部を改正する条例について） 原案承認（全会一致） 教育厚生委員会

報告第 ６ 号 専決処分の報告について
（損害賠償の額を定め、和解することについて） ― ―

諮問第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 柳町氏を適任であると答申 ―
議案第 １ 号 副市長の選任について 原案同意（全会一致） ―
議案第 ２ 号 教育委員会教育長の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 ３ 号 教育委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 ４ 号 公平委員会委員の選任について 原案同意（全会一致） ―
議案第 ５ 号 監査委員の選任について 原案同意（全会一致） ―
議案第 ６ 号 行方市ゼロカーボンシティ宣言について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会
議案第 ７ 号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

理に関する条例の制定について 原案可決（全会一致） 総務委員会

議案第 ８ 号 デジタル社会の形成を図るためのアナログ規制の見直しに伴
う関係条例の整理に関する条例の制定について 原案可決（全会一致） 総務委員会

議案第 ９ 号 行方市産業活動の活性化及び雇用機会の創出のための固定資
産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 総務委員会

議案第 10 号 行方市ふるさと応援寄附金基金条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決（全会一致） 総務委員会

議案第 11 号 行方市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会
議案第 12 号 行方市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 13 号
行方市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について

原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 14 号
行方市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 15 号 行方市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 16 号 行方市営住宅管理条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会
議案第 17 号 行方市漁港管理条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会

議案第 18 号
行方市水道事業給水条例及び行方市水道事業における布設工
事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決（全会一致） 経済建設委員会

議案第 19 号 字の区域の設定について 原案可決（全会一致） 総務委員会
議案第 20 号 財産の処分について 原案可決（賛成多数） 総務委員会
議案第 21 号 行方市道路線の認定について 原案可決（全会一致） 経済建設委員会
議案第 26 号 令和６年度行方市一般会計予算について 原案可決（賛成多数） 予算決算常任委員会
議案第 27 号 令和６年度行方市国民健康保険特別会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会
議案第 28 号 令和６年度行方市介護保険特別会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会
議案第 29 号 令和６年度行方市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会
議案第 30 号 令和６年度行方市水道事業会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会
議案第 31 号 令和６年度行方市下水道事業会計予算について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

《議員提出議案》
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

発議第 １ 号 行方市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について 原案可決（全会一致） ―

発議第 ２ 号 市有地利用及び処分に関わる調査特別委員会の設置について 否決 ―
発議第 ３ 号 霞ケ浦ふれあいランド再生整備事業に関わる調査特別委員会

の設置について 否決 ―

※　　　色が付いたものは賛否の分かれた議案です。
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※　　　色が付いたものは賛否の分かれた議案です。

第１回（３月）定例会で補正された予算（令和５年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

報告第４号
一般会計補正予算

（第８号）

２億 3,007 万９千円 増額
（201 億 34 万７千円）

〇専決処分の承認を求めることについて
　・低所得世帯支援事業（追加給付）　/
 ２億 3,007 万９千円

原案承認
（全会一致）

報告第５号
一般会計補正予算

（第９号）

１億 1,776 万３千円 増額
（202 億 1,811 万円）

〇専決処分の承認を求めることについて
　・低所得世帯支援事業（住民税均等割のみ課税世帯分）/　
 9,403 万５千円
　・低所得世帯支援事業（こども加算分）　/　
 2,372 万８千円

原案承認
（全会一致）

議案第 22 号
一般会計補正予算

（第 10 号）

4,005 万８千円 増額
（202 億 5,816 万８千円）

　・ふるさと応援寄附金募集事業（謝礼品）　/
　 8,814 万１千円
　・行方市ふるさと応援寄附金基金積立金　/　
 ２億２千万円
　・北浦中学校空調設備機能復旧工事　/
　 △ 1,315 万６千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

原案可決
（賛成多数）

議案第 23 号
国民健康保険特別

会計補正予算
（第２号）

340 万円 減額
（47 億 6,982 万８千円）

　・データベース計画策定委託料　/　△ 380 万円
　・国県支出金償還金返還金　/　40 万円

原案可決
（全会一致）

議案第 24 号
介護保険特別会計
補正予算（第４号）

6,955 万４千円 増額
（40 億 6,538 万４千円）

　・介護サービス給付費負担金　/　△ 3,000 万円
　・行方市介護給付費準備基金積立金　/　
 １億 1,635 万４千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

原案可決
（全会一致）

議案第 25 号
後期高齢者医療

特別会計補正予算
（第１号）

1,397 万６千円 増額
（４億 7,097 万６千円） 　・後期高齢者医療広域連合納付金　/　1,397 万６千円 原案可決

（全会一致）

※補正予算は予算決算常任委員会に付託されました。

※　　　色が付いたものは賛否の分かれた議案です。
本会議の内容を知りたい

「行方市議会　会議録検索システム」

　本会議の内容は、なめがた
エリアテレビや、インター
ネット録画中継でもご覧にな
れますが、会議の公式記録は
会議録となります。会議録は、
インターネットにて全文を確
認できます。
　市議会ホームページで「会
議録」を選択してください。


